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7 有用微生物の育種、応用に関する研究  

（有用耐塩性徴生物の造成）  
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ギン較添加培地により各酵母の資化性を検討した。   

2．4 発酵速度試験   

上記実験結果をもとに、優良酵母10株をスクリー  

ニングし、Meissel発酵装置により10株のガス発生、  

菌数の経時的変化を測定した。また、試験終了後の  

グリセリン、エタノール濃度も測定した。  

3 結  果   

2 2．4 の結果を表1に示した。この結果、発  

酵力旺盛なA、B、C、E、H、Jの6株を選んだ。  

表1発酵過程におけるグリセリン、エタノ川ル生  

成   

酵母軋． グリセリン（％）  ユタノ山ル（％）  

1 はじめに   

県産品の中で高塩分食品である味噌。醤油には多  

種多様の有用耐塩性徴生物が関与しており、特に酵  

母の働きが新製品開発の鍵を握る。   

そこで、味噌・醤油等から耐塩性酵母をスクリ山  

ニングし、その特性を把握すると共に、細胞融合等  

の新技術により更に有用な微生物に造成、育種する  

ことが望まれている。本研究では、香味良好な優良  

味噌から分離した耐塩性酵母の生理特性について検  

討し、発酵速度を調べた。その結果をもとに、優良  

耐塩酵母5株をスクリーニングしたので報告する。  

2 実験方法  

2。1 供言式菌株   

香味良好な味噌7種から、YM培地（塩分10％、  

ph3．6）で分離した耐塩性酵母140株を供試した。  

2．2 生理特性試験   

YM培地平板上で成育したコロニーの色⑳形状を  

観察し、野生酵母の判別（TTC染色）、塩分耐性（0、  

5、10、1L20、25％）、オルソバニリン耐性に関す  

る試験を実施して、各酵母の成育条件を検討した。  

2．3 糖類発酵性診資化性試験  

140株の分離酵母の中から上記生理特性試験の結  

果をもとに51株をスクリーニングした。それらの酵  

母について次のとおり試験を行った。   

①糖類発酵性試験   

グルコース、ガラクトース、シュクロ」ス、マル  

トース、ラクト山ス、ラフイノースの6種の糖を2  

％ずつBT王弓指示薬入り液体培地に混合し、ダーラ  

ム発酵管を用いてガス発生の有無と培地の変色度合  

から各酵母の糖類発酵性を検討した。   

②糖類資化性試験   

上記6種の糖を2％添加した平板培地を用い、硝  

酸については、0．25％硝酸カリウム又は、アスパラ  
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4 今後の予定   

スクリーニングした6株の酵母を仕込直後の味噌  

に添加し、その熟成過程の成分分析及び最終製品の  

官能評価を通して優良耐塩性酵母を選定する。  
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